


カシノナガキクイムシはその名のとおり、
ナラ類、シイ・カシ類などに入り込み、産
卵します。その際に媒介するナラ菌により、
通水障害が引き起こされ、場合によっては
枯死に至ります。

①山王神社境内

里山林の整備と地域の森づくりを知ろう
〇下唐櫃地区について
神⼾電鉄有⾺⼝駅南側の「下唐櫃地区」には、昔ながらの集落や石垣の棚田が残る田園の風景が残されています。そしてこの背

後には、古くから薪炭の採取のため利⽤されてきた里山林や、明治〜昭和にかけて植林された⼈⼯林が広がっています。このよう
な自分たちの先祖から受け継いだ森林を含む自然環境を、次の世代にも引き継ぎたいという想いから、林業の衰退や高齢化による
担い手の不足といった課題を抱えながらも、地域としてこのような森林の維持・管理に取り組まれています。また、神⼾市として
も、災害防止などの観点から、さまざまな財源を⽤いながら、森林整備などの事業に取り組んでいます。今回はこの下唐櫃地区で
⾏われた森林の整備を、ハイキングルートに添ってご紹介します。（下記①〜④の場所は表⾯地図を参照） 唐櫃地区の遠景

1333年に創建された下唐櫃の山王神
社。境内にはウラジロガシなどの立派な
大木が生育しています。同時にこのよう
な大木は、カシノナガキクイムシという
害虫の被害を受けやすい木でもあります。
境内でも「ナラ枯れ」と呼ばれる病害が
発生しており、台風などで倒れる危険性
があったため、伐採・駆除を⾏いました。

②風呂が谷

集落に近い森林は、昔は薪を採るなど
して使われてきましたが、手入れが⾏き
届かなくなると、災害に弱い森になって
しまします。
この風呂が⾕地区では、県⺠緑税事業

「里山防災林整備」や森林環境譲与税事
業を活⽤して、⼈家裏の危険木の伐採や、
過密になった広葉樹林や竹林、スギ林の
間伐を⾏い、災害に強い森をつくるため
の整備を⾏いました。

③水無川 ④伊勢講山

ここでは地域住⺠が主体となって県⺠
緑税事業「住⺠参画型森林整備」を活⽤
し森林整備を実施しました。また、大学
のフィールドワークや森林整備体験など
地域内外の方々と協働で、昔から守り育
ててきた森林を引き続き守っていくため
の取組みを実施されています。

集落から少し入ったこの水無川周辺か
らは急な斜⾯地に広葉樹林広がっており、
このような森林の崩壊防止機能を強化す
るため、県⺠緑税事業「都市山防災林整
備」という事業を活⽤して、危険木の伐
採や、天然更新を目的とした広葉樹林の
伐採、簡易な防災施設の設置などを⾏い
ました。なお、ここで伐採したコナラの
一部は、六甲山にある兵庫県立六甲山ビ
ジターセンターの建替えの際に、床材に
使⽤されています。このように、伐った
木を活⽤することも適切な森林の維持・
管理のためには重要です。

整備により森の中に光が入るようになって
います。川を挟んだ向かいの森はこれから
整備をする予定です。森の中の明るさの違
いがわかるでしょうか。(右)ほぼ原寸大のカシノナガキクイムシ
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江⼾時代頃の⽇本の村落には、伊勢講と呼
ばれる伊勢信仰の共同体があり、参宮の⻑
旅にかかる費⽤などを「伊勢講田」「伊勢
講畑」などと呼ばれる田畑からの収入で賄
う場合があったそうです。下唐櫃地区に伊
勢講があったかは定かではないようですが、
「伊勢講山」の名からは、ここが昔から山
の恵み豊かな場所であったことが伺えます。


